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抄録 : 本研究では，北海道根室市西和田地区に建築された木造畜舎を対象とし，特に小屋組
みの構造的特徴を報告する．昭和期に建築された Y 牧場畜舎と I 牧場畜舎を対象とし，実測
調査を行った．その結果，この年代における牛舎の特徴として，以下の特徴を把握すること
ができた．腰折れ屋根は地元の大工により外観のみが模倣されており，小屋組みの構造形式
には多様性がみられた . 腰折れ屋根の畜舎は農業従事者からも「キング式畜舎」と呼ばれるが， 
キング式換気法は採用されていない事例もみられた．昭和後期に入ると，コンクリートブロッ
クの躯体に木造の小屋組みが組み合わされた事例がみられた．既往研究により，北海道の畜
舎は米国より輸入され導入されたことが明らかにされているが，本研究の調査結果では輸入
された畜舎のその後の展開を明らかにするものである．
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Abstract:  Aa In this study, we report on the wooden barns built in the Nishiwada district of Nemuro 
City in Hokkaido, specifically the structural features of the roof truss. A measurement survey was 
conducted of the barns built on farms Y and I during the Showa era. From the results, the following 
features could be understood as features of barns from that era. Local carpenters copied mansard roof 
only in terms of appearance, and used various structural forms for the roof truss. The farmers called 
the barns with a mansard roof “King type barns,” and examples without King type ventilation were 
also seen. In the post Showa period, we came across examples of wooden roof trusses assembled with 
concrete block frames. Previous studies e made it clear that barns in Hokkaido have been imported from 
the United States. The survey results from this study are intended to reveal the subsequent development 
of the imported barns. 
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1．はじめに
　北海道の農村地域では，腰折れ屋根畜舎や巨大
な納屋など，日本の伝統的な建築形態とは大きく
異なる建築が存在している．このような農村景観
は北海道の文化的アイデンティティを形成する重
要な地域資源である．文化財など建築的に評価さ
れている事例の多くは，開拓期に米国より輸入さ
れたものである 1) 2)．しかし，その他の一般的な
畜舎は、日本の軸組構法を用いたものやブロック
造のものなど，米国の事例と比べて様々な違いが
みられる 4〜 6) 8)．これらは，開拓期以降の展開で
あると考えられるが，その建築的特徴について言
及したものは少ない．また，北海道では，昭和後
期より牧草ロールやフリーストール牛舎の導入に
よって，畜舎の機能は複数の建物に分散され，構
造も鉄骨造が主流となったため，木造の畜舎が新
設されることは少ない． 
 本研究では，北海道根室市西和田地区に近代に建
築された木造畜舎を対象とし，構法の多様性がみ
られる小屋組みを中心にその実態を報告する． 
2．北海道における畜舎の実態と用途
　既往研究 3) では，モデル・バーンやギャンブレ
ル屋根畜舎が，当初は米国から輸入された図面を
用いて建築されていたとことが明らかにされてい
る．また，ギャンブレル屋根畜舎の代表的な事例
である旧小川家酪農畜舎 (大正 15 年 )，旧町村農
場第一牛舎 (昭和 3年 )は，米国開拓期の建築構
法であるバルーン・フレーム構造とされる 7)． 
　筆者らのこれまで調査結果より，畜舎の空間構
成は 3種類が存在している（表 1）．イは 1層が貯
蔵庫，2層が家畜房，3層が乾草貯蔵庫の畜舎であ
る . ロは 1層が家畜房，2層は乾草貯蔵庫の畜舎
である . ハは 1層が家畜房の畜舎のみのである． 
旧小川家酪農畜舎，旧町村農場第一牛舎は，ロに
該当する形式である（写真 1）．
3．根室市西和田地区の特徴
　根室市は北海道本島の最東端にあたり，南北に
10km，東西に細長く太平洋に突き出た根室半島の
全域と半島の付け根を市域としている．陸地はほ
とんど平坦で牧畜に適し，土性は一般に火山灰性
土壌である．根室地域は，札幌地区に次いで屯田
兵が配置され，北海道において最初期に開拓が行
われた地域である（図 1）．
　屯田兵村に関する資料 9）によると，対象の根
室市西和田地区は，和田屯田兵村に含まれ，和田
屯田兵村は東和田の 220 戸と西和田 220 戸から成
り立っていた．東和田には明治 19 年 (1886)6 月， 
西和田には明治 21 年 5 月と 22 年に入植した．
　和田屯田兵村の被服庫は，和田屯田兵村が入植
する前年の明治 18 年に造られたと推定されてい
る．この和田屯田兵村被服庫は，アメリカ西部開
拓時代の建築様式であるバルーン・フレーム構造
が用いられたとされる．和田地区では，屯田兵に
与えられた当初の給与地を存続している酪農場が
16 軒存在しており，屯田兵の子孫により経営され
ているとされる．
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表１　畜舎の空間構成
写真１　旧町村農場第一牛舎
図 1　対象地域
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4．事例調査
　本研究では , 文献・インターネットによる基
礎調査を踏まえ，図面収集や現地でのヒアリン
グや実測調査を元に，資料を収集した．根室市
西和田地区で Y 牧場畜舎と I 牧場畜舎の実測調
査を行った．また，牧場主に対してヒアリング
調査を行った．調査結果は，初期に北海道に輸
入された畜舎の事例との比較により，その特徴
をまとめる． 
1）Y 牧場畜舎の調査
　Y 牧場畜舎（写真 2）は，JR 西和田駅に程近く，
北海道道 142 号線に面して立地している．調査対
象の畜舎では，仔牛の飼育を行っていた．飼育さ
れていた牛はホルスタイン種であった．衛生上の
理由により，外観及び小屋組みのみ実測調査が許
可された．また，牧場主に対しヒアリング調査を
行った．
（1）ヒアリング調査の結果
　ヒアリング調査によると，Y 牧場畜舎は陸屋根
平屋の馬房にギャンブレル屋根を増築，昭和 26
年 (1951 年 ) に畜舎に改修された事例である． 
また，その後も昭和 40 年代と昭和 50 年代に二
度に渡り増築と改修が行われている．いずれの
建築も帯広在住の大工により設計・施工が行わ
れた． 
　このギャンブレル屋根は，先代の牧場主が札幌
近郊の大規模農場 (1) への視察で得た知見を元に， 
形態の模倣を大工に依頼し設計・施工がなされた
という証言が得られた．この事例では , 増築だけ
でなく開口部の増設，設備の更新などの改築も幾
度も行われている． 
　二階乾草貯蔵庫の扉の上部にも，小型の扉が設
けられているが，これは改築によるものである．
昭和中期に，ブロック状に加工された乾草を地上
より，二階乾草貯蔵庫へ運び入れるリフトが導入
され，そのリフトのレールを取り付けるために設
けた開口部である（写真 3）．屋根架構に複数のパ
ターンを有しているのは，レールを設置した際に
干渉する部材を切除し，補強を加えた結果である
と述べていた．
　
　
　Y 牧場畜舎は，屋根にベンチレーター（換気塔）
が設けられていた（写真 4）．旧小川家酪農畜舎，
旧町村農場第一牛舎では，家畜房と屋根のベンチ
レーターがダクトで繋がれていたが，Y 牧場畜舎
では，家畜房と屋根のベンチレーターを繋ぐダク
トは，設けられていなかった．
（2）実測調査の結果
　ここでは，Y 牧場畜舎の実測を行った結果を報
告する．Y 牧場畜舎は，木造の腰折れ屋根を持つ
畜舎である（図 2）．小屋組みは，屋根全体が一つ
のトラスで成り立つ事例である．
根室市西和田地区における畜舎の小屋組みの構法的特徴
SCU Journal of Design & Nursing Vol. 11, No. 1, 2017
写真 2　Y牧場畜舎
写真 3　切断された梁とレール
写真 4　屋根のベンチレーター
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　また，屋根架構の形式が 2種類存在していた（図
3）．トラスの形態は120× 120mmの部材を下弦材, 
150 × 150mm の部材を上弦材とし，30 × 148mm の
割材を束材としたものである．二階貯蔵庫の扉に
最も近い「ろ通りの架構」のみが，150 × 150mm
の角材を 29 × 145mm の割材で挟み込んだ異なっ
た形態となっている（図 4）．構造としては機能を
持たないが，下弦材にはほぞ穴が残されており， 
再利用された部材である．
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図 2　Y牧場畜舎の立面図・平面図 図 3　Y牧場畜舎の架構図
図 4　Y牧場畜舎の構造図
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2）I 牧場畜舎の調査
　I 牧場畜舎（写真 5）は，海道道 780 号線と北
海道 142 号線のジャンクション付近に立地してい
る．畜舎を利用し乳牛の飼育を行っている．飼育
されていた牛はホルスタイン種であった．また， 
牧場主に対しヒアリング調査を行うことができ
た．
（1）ヒアリング調査の結果
　I 牧場畜舎は，ヒアリング調査より昭和 53 年
（1978 年）に建築された事例である．構造は，コ
ンクリートブロックの組積造に木造の小屋組み
を組み合わせたものであり，昭和後期になると
一般化していたと述べていた．しかし，この畜
舎は 2 階に乾草貯蔵庫を持つ腰折れ屋根畜舎と
しては， 再後期のものであり，これ以降はこの
形式の畜舎はほとんど建設されていないとも述
べていた． 
　牧場主は腰折れ屋根の畜舎（ギャンブレル屋
根畜舎）を「キング式畜舎」と呼び，床組が壁
面の頂部に架けられ，ギャンブレル屋根裏のみ
で上層空間を形成する場合を「なんちゃってキ
ング式畜舎」と称していた． 
　屋根の妻面の頂点が突き出すような形状に
なっているが，農場主の依頼によるものではな
く，その利用方法も目的も不明であると述べて
いた． 
　また，道東地域の畜舎の換気塔は備えても，
ダクトが設けられていない場合がほとんどであ
り，用途も除湿であるという結果が得られた．
（2）実測調査の結果
　I 牧場畜舎は，コンクリートブロック造の事例
であり，小屋組みが木造である（図 5）．
　ギャンブレル屋根の構造は，在来軸組構法のよ
うな大断面の梁や柱などを使わず，機械割の薄い
部材の骨組みに外装材を張り付けた木構造であっ
た．また，仕口やほぞは一切使わず釘打ちのみを
用い，仕上げ外板と一体になって初めて成り立つ
枠組み壁構造であった．主要な部材の 30 × 120mm
の割材が用いられている．架構は垂木兼構造材が
圧縮力を束材が引張力を受け持っている（図 6）．
また，同一の架構が連続している（図 7）．　
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写真 5　I牧場畜舎
図 5　I牧場畜舎の平面図・立面図
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　I 牧場畜舎は，家畜房と屋根のベンチレーター
を繋ぐダクトが設けられていなかった．I 牧場畜
舎のギャンブレル屋根は，Y 牧場の畜舎とは異
なり屋根妻面の頂部が 1000 ｍｍ程突き出してい
る（写真 6）．この部分を支える梁は 100 × 100 ×
4200mm の部材寸法であり，架構に複数の箇所でボ
ルトナット接合がなされ，堅固な構造となってい
た．ボルトナット接合が用いられていたのは，こ
の箇所のみである．この梁のみ小割材でなく，大
断面の部材が使われている（写真 7）．
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図 6　I牧場畜舎の架構図
図 7　I牧場畜舎の構造図
写真 7　妻面頂点の突き出し部の梁
写真 6　妻面頂点の突き出し部分
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5．考察
　既往研究により，米国より図面を輸入して建築
されたとされる旧町村農場第一牛舎（図 8），旧小
川家酪農畜舎（図 9）はバルーン・フレーム構造
が用いられたとされている．
 
　Y 牧場畜舎の形態は，事例であり，西和田屯田
兵被服庫からのバルーン・フレーム構造の建築様
式の継承が予測されたが，屋根架構や壁構造は全
く異なり一切の類似性もみられなかった．ヒアリ
ング調査の結果も踏まえて，Y 牧場畜舎は， 地元
の大工により形態のみが模倣され，構造は地元の
大工の有する範囲の技術のが用いて建築された事
例であると考えられる．また，この畜舎は新しい
農業技術や農機具の導入に合わせて，適宜改修が
行われている．
　I 牧場畜舎にみられた妻面頂部の突き出した屋
根形は，旧小川家酪農畜舎や旧町村農場第一牛舎
でも同じ屋根形をみることができる．しかしなが
ら，旧小川家酪農畜舎や旧町村農場第一牛舎では，
妻面頂部の突き出しに滑車が取り付けられてい
る．I牧場畜舎では滑車は取り付けられておらず，
屋根形のみの類似であり，このことは，屋根の形
態のみが模倣されたと考えられる． 
　また，ヒアリング調査から，I 牧場畜舎と同様
のコンクリートブロックの組積造に木造の小屋組
みが組み合わされた畜舎がある程度一般化し，普
及していたことが予測できる．これには北海道で
昭和中期に流行したコンクリートブロック住宅の
技術の応用が考えられる． 
　本来はキング式換気法と一体 (2) であったギャン
ブレル屋根だが，Y 牧場のベンチレーターや I 牧
場の「キング式畜舎」という呼称，妻面頂部の突
き出しにみられるように，形骸化している 8)． 
　補足的に近隣の農業従事者へのヒアリング調査
を行った結果，札幌市白石区に存在していた宇都
宮牧場模範牛舎など，札幌近郊の畜舎ではベンチ
レーターと家畜房にダクトが設けられていたが，
道東地域ではベンチレーターのみで，ダクトが設
けられていない場合が殆どであり，用途も除湿で
あると述べていた．換気装置の有無の差異は，北
海道における搾乳牛の大半を占めるホルスタイン
種の温度に関する特性が影響を与えていると考え
られる (3)．ホルスタイン種は寒さに強いが熱さに
弱い特性を持つ．その特性上，夏季も温度がさほ
ど上がらない道東地域では，他の地域と比べ比較
的冷涼であったため，温度管理の必要がなかった
ためと考えられる．キング式換気法の不使用は，
地域の気候への対応した結果である 10)．
6．まとめ
　以上．道東の事例を明らかにした . このこと
は，開拓期に輸入された畜舎の展開を示す一助と
なる．
注
(1）町村農場，宇都宮牧場，黒沢牧場のいずれか
(2）キング式換気法は，温度差を用いた自然換気
であり，家畜房と屋根の頂部に取り付けられ
た換気塔をダクトで繋ぎ，家畜の体温で温め
られた空気を煙突効果によって，屋根裏を通
るダクトを通して排気する温度差を利用した
自然換気である．煙突効果は断面積，高さ，
内外の気温差が大きいほど効果が大きくな
る．したがって，屋根の頂部に排気塔を設け , 
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図 8　町村牧場畜舎　構造図
図 9　小川家酪農畜舎　構造図
92
屋根高を高くすることで高さが増加し，より
効率的な排気が可能となる．したがって，腰
折れ屋根であるギャンブレル屋根と用いられ
た場合，切妻屋根に比べ屋根高が高くなり，
より効率的に機能する．
(3）日本における乳牛の 98%を占めているホルスタ
イン種は，ドイツ北部のシュレースヴィヒ＝
ホルシュタイン州を起源としている．したがっ
て，ホルスタイン種は寒さに強く，寒冷地で
も高い泌乳能力を持つとされる．一方で，ホ
ルスタイン種は暑さに弱いとされている． 
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